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県
は
、
一
時
保
管
中
の
対
策

と
し
て
、「
定
期
的
な
安
全
確

認
」「
保
管
施
設
の
保
守
点
検・

補
修
の
徹
底
」「
保
管
施
設
周
辺

の
除
草
作
業
等
環
境
整
備
」
を

行
う
と
し
て
い
た
が
、
実
際
に

は
市
町
村
ま
か
せ
の
状
態
だ
。

県
の
責
任
で
保
管
対
策
を
徹
底

し
、
費
用
の
一
切
は
原
因
者
で

あ
る
東
京
電
力
に
請
求
す
べ
き

だ
。

■
環
境
生
活
部
長

　
８
千
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
農
林

業
系
廃
棄
物
は
、
県
と
市
町
村

が
連
携
し
、
適
切
な
管
理
を
行

い
、
費
用
に
つ
い
て
は
東
電
に

請
求
し
て
い
る
。

金
田
県
議

　
２
月
13
日
の
地
震
で
、
女
川

原
発
で
発
生
し
た
不
具
合
に
つ

い
て
、
東
北
電
力
は
「
安
全
上

重
要
な
設
備
に
異
常
は
な
い
」

と
し
て
い
る
が　
避
圧
弁
が
正

常
に
作
用
し
な
い
、
大
容
量
電

源
装
置
が
故
障
、
除
塵
機
に
電

源
が
入
ら
な
い
な
ど
の
不
具
合

は
、
決
し
て
軽
微
な
不
具
合
と

は
思
え
な
い
。

■
環
境
生
活
部

　
今
回
の
不
具
合
は
、
原
発
の

安
全
確
保
の
基
本
と
な
る
「
止

め
る
」「
冷
や
す
」「
閉
じ
込
め

る
」
と
い
っ
た
機
能
に
影
響
は

な
く
、
想
定
内
の
一
時
的
な
不

具
合
で
、
重
要
な
設
備
に
異
常

は
な
か
っ
た
。

金
田
県
議

　
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
は
コ

ロ
ナ
禍
で
見
送
ら
れ
た
。「
屋
内

退
避
」
に
関
わ
る
疑
問
と
不
安

も
払
し
ょ
く
さ
れ
ず
、
感
染
症

が
蔓
延
し
て
い
る
際
の
避
難
所

の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

２
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い

て
、
知
事
は
「
理
解
の
表
明
」

を
示
し
た
が
、「
避
難
計
画
」
の

実
効
性
が
保
証
さ
れ
な
い
ま
ま

で
の
再
稼
働
は
あ
り
え
な
い
。

■
知
事

　
避
難
計
画
に
つ
い
て
は
、「
女

川
地
域
の
緊
急
時
対
応
」が（
国

の
）
原
子
力
防
災
会
議
で
了
承

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
基
本
と
な

る
部
分
の
実
効
性
は
確
保
さ
れ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
対
策
の
要
、

　
　
　  

保
健
所
の
体
制
問
題
に
つ
い
て

金
田
県
議

　
知
事
も
、
県
内
の
保
健
所
に

つ
い
て
「
感
染
拡
大
に
伴
う
業

務
量
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め

の
人
員
が
絶
対
的
に
不
足
し
て

お
り
、
多
忙
を
極
め
て
い
る
」

と
認
め
て
い
る
が
、各
保
健
所・

支
所
で
は
、
過
労
死
認
定
基
準

の
月
80
時
間
超
え
の
時
間
外
等

勤
務
が
続
出
。
最
大
時
間
で
１

９
６
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
保

健
所
の
人
員
体
制
を
増
や
す
べ

き
だ
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
保
健
所
体
制
は
、
県
民
か
ら

の
相
談
対
応
や
、
積
極
的
疫
学

調
査
等
の
業
務
量
が
増
大
し
た

の
で
、
業
務
の
一
部
を
本
庁
に

集
約
す
る
と
と
も
に
、
応
援
職

員
の
配
置
や
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
採
用
な
ど
、
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
き
た
。

　
民
間
委
託
に
よ
る
専
門
職
の

派
遣
や
、
市
町
村
か
ら
も
応
援

派
遣
を
い
た
だ
く
な
ど
し
て
き

た
。
来
年
度
は
保
健
師
８
名
の

採
用
を
予
定
し
て
い
る
。

金
田
県
議

　
現
場
で
は
、
よ
り
住
民
の
近

く
で
地
域
特
性
に
も
考
慮
し
た

き
め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
栗
原
と
登
米
の
２
保

健
所
の
支
所
化
は
断
念
す
べ

き
。　

■
保
健
福
祉
部
長

　
保
健
所
は
、
近
年
は
業
務
が

多
様
化
・
複
雑
化
し
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
人
員
の
集
約
化
に
よ

る
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
が
必

要
。

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
優
先

し
、
組
織
改
変
は
、
来
年
４
月

以
降
に
実
施
す
る
。

金
田
県
議

　
東
日
本
台
風
で
、
大
き
な
被

害
を
受
け
た
丸
森
町
の
地
す
べ

り
や
崩
落
、
土
石
流
や
土
砂
流

失
な
ど
の
現
場
は
、
森
林
が
皆

伐
さ
れ
た
土
地
や
大
規
模
な
間

伐
地
な
ど
ば
か
り
だ
。
皆
伐
が

保
水
力
を
低
下
さ
せ
、
土
砂
の

流
出
、
崩
壊
、
水
害
の
被
害
を

助
長
し
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　
同
町
で
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計

画
は
、
す
で
に
林
地
開
発
許
可

が
出
さ
れ
て
い
る
事
業
が
計
１

９
２
㌶
。
更
に
耕
野
地
区
に
２

箇
所
・
計
１
１
５
㌶
の
許
可
申

請
が
出
さ
れ
て
い
る
。
計
画
が

進
行
す
れ
ば
、
更
な
る
被
害
を

助
長
し
、
住
民
の
生
命
と
安
全

は
大
き
く
脅
か
さ
れ
る
。

■
環
境
生
活
部
長

　
申
請
は
、
基
準
を
満
た
す
場

合
に
は
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
許
可
基
準
は
、「
災
害

の
防
止
」、「
水
害
の
防
止
」、「
水

の
確
保
」、「
環
境
の
保
全
」
の

４
項
目
で
、
運
用
は
、
国
か
ら

示
さ
れ
た
通
知
等
に
よ
り
行
わ

れ
る
。

　
県
は
、
自
然
災
害
が
誘
発
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
後

と
も
厳
正
に
審
査
し
て
い
く
。

金
田
県
議

　
条
例
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
規

制
を
強
化
し
て
い
る
県
や
、
森

林
伐
採
を
伴
う
開
発
や
、
急
傾

斜
地
へ
の
設
置
を
原
則
禁
止
と

す
る
条
例
案
を
準
備
中
の
県
も

あ
る
。
宮
城
県
も
速
や
か
な
条

例
制
定
を
す
べ
き
。

■
環
境
生
活
部
長

　
県
で
は
昨
年
４
月
に
「
宮
城

県
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
等

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

施
行
。
国
の
動
向
や
他
県
の
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
、
関
係
法

令
の
遵
守
を
含
め
、引
き
続
き
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
と
着
実

な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

金
田
県
議

　
石
巻
市
須
江
で
の
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
や
鳴
子
・
川
渡
地
域
で

の
風
力
発
電
計
画
を
は
じ
め
、

各
地
で
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　
企
業
の
利
益
よ
り
優
先
す
べ

き
は
環
境
で
あ
り
、
人
権
だ
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
基
準
や
認
定
を

厳
し
く
す
る
こ
と
を
国
に
強
く

求
め
る
べ
き
だ
！

金
田
県
議

　
医
療
費
抑
制
政
策
の
中
心
は

病
院
と
病
床
の
削
減
、
医
師
数

の
抑
制
だ
。
国
は
医
療
ひ
っ
迫

の
も
と
で
も
、
急
性
期
病
床
を

半
減
さ
せ
る
計
画
を
改
め
ず
、

２
０
２
１
年
度
以
降
は
消
費
税

率
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
分
を

削
減
の
た
め
の
財
源
に
振
り
向

け
る
な
ど
、言
語
道
断
で
あ
る
。

県
の
予
算
案
に
も
削
減
が
前
提

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
医

師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と
し
た

医
療
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
て
必

要
な
ベ
ッ
ド
を
確
保
す
る
こ

と
。「
地
域
医
療
構
想
」
も
見

直
す
べ
き
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
は
着

実
に
進
行
し
て
い
る
。
医
療
機

能
の
分
化
・
連
携
の
羅
針
盤
で

あ
る
地
域
医
療
構
想
の
着
実
な

前
進
は
必
要
。

金
田
県
議

　
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
あ
り

方
の
議
論
は
、
が
ん
セ
ン
タ
ー

が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
踏
ま

え
た
上
で
慎
重
に
行
わ
れ
る
べ

き
。
ま
た
、
東
北
労
災
病
院
と

仙
台
赤
十
字
病
院
も
含
め
て
の

「
統
合
・
移
転
」
と
な
っ
た
場

合
に
は
か
か
り
つ
け
患
者
さ
ん

の
診
療
継
続
、
救
急
医
療
な
ど

地
域
医
療
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
。
地
域
医
療
構
想
に
沿
っ

た
「
連
携
・
統
合
」
議
論
は
や

め
る
べ
き
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
仙
台
医
療
圏
で
は
、
急
性
期

病
床
が
必
要
病
床
数
を
大
き
く

上
回
り
、
今
後
も
偏
在
が
進
む

一
方
、
回
復
期
の
病
床
は
不
足

し
て
い
る
。
急
性
期
病
床
を
削

減
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
３
病
院
に
つ
い
て
は
、
統
合

を
前
提
に
進
め
て
い
る
も
の
で

は
な
い
。

地
域
医
療
構
想
、３
病
院
の

　「
連
携
・
統
合
」議
論
は
止
め
る
べ
き

「
避
難
計
画
」の
実
効
性
が
な
い
中
で
の

　
　
　
　
原
発
再
稼
働
は
あ
り
得
な
い

金
田
県
議

　
大
崎
市
で
焼
却
処
理
が
開
始

さ
れ
て
い
た
農
林
業
系
放
射
能

汚
染
廃
棄
物
か
ら
、
焼
却
前
の

測
定
で
８
０
０
０
Ｂｑ
／
ｋｇ

超
の
も
の
１
・
56
㌧
が
確
認
さ

れ
た
。　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
利
用

　
　
　
　
守
る
べ
き
は
環
境
・
人
権
!

金
田
も
と
る
県
議
の
一
般
質
問
（
３
／
４
）


